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近年 、過 疎 高齢 化の進行 、若 年層 の流 出 、地場 産 業 の衰退 、環 境 問題 等 、 さ

ま ざまな 問題 が深 亥1化 してい る。 「平成 の大合 併」 が各 地 で進 む 中、平成 17

年 10月 11日 紀 北 町 が誕 生 した。 全 国的 に地域 自立へ の移行 を推進 す る情 勢 の

中、財 政 的 に緊迫 した 当地域 にお いて も、行 政 中心 の ま ちづ く りで は限界 が あ

り、住 民 が主 体的 に 自分 た ちの地域 の将来 につ い て考 え、守 り、行 動 を起 こす
こ とが必 要 とな って きてい る。

そ こで、本 法人で は地域住 民 に対 して活躍 の場 を創 出 し、地域 内外 との交流 を
生み 出す 取 り組 みや集 客 につ なが る事業プ ランの立案 。計画 。実施 を し、地域経
済効果 を生み 出す取 り組 み を行 う。 また、地域住民及 び 当地域 へ の来訪者 を対象
とした参加 型体験 プ ログラムの企 画・運営や 、集 客支援活動及 び環境保全活動 な
どを事業 として展 開す る。

地域 住 民の手 に よる地域 資源『 人 。自然・ 歴 史 。文化』 の持 つ可能性 を活 か し
た体験 を通 じて地域 の魅力 を伝 え、地域住 民、来訪者 共 に当地域 を大切 な 「ふ る
さと」 と感 じるまちづ く りをすす めてい く。

こ うした地域 の活性化 のた めの活動 を実施す るにあた り、更 に地元地域 との連
携 を深 め組 織 的基盤 を確 立す るた め、また公益性 、透 明性 を高 めて多 くの方 に認
知、信頼 していただ くため、特定非営利活動法人 とい う選択 を行 うことに した。

本法 人 は地域 住 民 の活 力 に よ り地域 内外 との交流 を展 開 し、地域 の活性 化 に

寄与す る こ とを 目的 と し、 あわせ て私 た ち を と りま く環 境 を守 る取 り組 み を推
進 してい きた い と考 えてい る。

2 申請 に 至 る ま で の 経 過

豊かな 自然 が残 る魅力 あふれ た町 として、 旧海 山町 は交流産 業 を地域振興 の柱
に位 置づ け、 さま ざまな行政施策 の も とに事業 を展 開 し、集 客交流、及び地域活
性化 につなが る事業 として発展 させ て きてい る。 また、平成 16年 7月 には 「紀伊
山地 の霊場 と参詣道 」が 世界遺産 に登録 され 、熊野古道 に多 くの観光客が訪れ る
よ うになる。

この よ うな背景 の 中で、何度 もこの地 を訪れ ていただ ける魅 力 をつ く り出す た
めには、地域 の人 々の手 に よる集 客交流事 業 を さらに発展 させ 、すす めるこ とが

重要で ある と考 える。 地域 資源 (人 。自然 。歴 史・文化 )の 持 つ可能性 を最大 限
に引き出 し、 また、熊 野古道 との連携 を よ り強 くす る こ とに よ り、地域振興 が見
出せ る と考 えてい る。

私た ちは これ まで もそれ ぞれ 関連 分野で地域活性化 のた めの活動 を実施 して き
た が 、 更 に地 域 住 民 との連 携 を よ り強 めつ つ 、 地 域 住 民 が積 極 的 に参加 す る
「地域 と熊 野古道 をむす ぶ 活 動 」 「地域 の達人 に よ る活 動 」 「宿 泊型施 設支援
事 業」 「環 境保 全 活 動 事 業 」 を通 じて 、地域 住 民 に よ る地域 の活性 化 に寄与す

るこ とを 目的 と し活動 を実施 してい くため、 この 申請 に至 った。

平成 18年 4月 14日
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